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2021（令和 3）年度 認定看護管理者教育課程ファーストレベル 募集要項 

 

１．目的 看護専門職として必要な管理に関する基本的知識・技術・態度を習得する。 

 

２．到達目標 1)ヘルスケアシステムの構造と現状を理解できる。 

              2)組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析できる。 

              3)看護管理者の役割と活動を理解し、これからの看護管理のあり方を考察できる。 

 
３．期間   2021 年 6 月 15 日（火）～2021 年 8 月 4 日（水）の 22 日間 

       火・水・木・金曜日のうち 2～4日/週予定 
           研修時間は 9 時 30 分～12 時 30 分、13 時 30 分～16 時 30 分 

 
４．場所  宮城県看護協会会館・看護研修センター 

 

５．受講人数 80 名 

 

６．受講資格  次の条件を満たしている者 

１）日本国の看護師免許を有する者 

２）看護師免許取得後、実務経験が通算５年以上ある者 

 

７．内容   別紙「認定看護管理者教育課程ファーストレベルカリキュラム 2018.3月改正」参照 
日程表については、受講決定通知およびホームページに掲載します。 

 
８．応募方法  １）提出書類（書式はホームページからダウンロード可能） 

 

（1）認定看護管理者教育課程ファーストレベル受講調書 (様式２) 
  

（2）レポート 

テーマ ：看護専門職として、看護管理の視点からみた自己の課題 

 

文字数 ：本文は 800 字以上、1,000 字以内（A4 用紙１枚以内） 

作成方法：＜書式設定＞縦置き、横書きとし、40文字×30行に設定 

１行目にテーマ、２行目に所属・氏名、３行目から本文とする 

表紙不要、ワードプロセッサーで作成のこと 

 

※下記「レポート作成見本」参照 

 

<レポート作成見本>   

                 

１行目（テーマ）   →  

２行目（所属・氏名） → 

３行目（本文）  → 

  
          
 
 
 
 

 

 

 

 
２）提出方法  施設毎まとめて郵送してください 

 
９．申込期間  2021 年 3 月 26 日（金）～４月 2 日（金）必着

テーマ 

   所属○○ 氏名○○ 

   本文○○○○○・・・ 

○○ 
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10．受講者の選考および通知 
 

１）受講要件（受講資格を満たしていること、提出書類が整っていること）を満たしていること。 
 

２）定員を超過した場合、認定看護管理者教育課程運営審査委員会において選考します。 
 
３）選考結果は本人及び所属長宛に通知します。 

 
11．修了要件および修了証の交付 
 

１）修了要件 
  必要な科目の習得をもって修了とする。科目の習得とは以下の(1)(2)の要件を満たした場合をいう。 

（1）各科目の所定時間数の５分の４以上の出席があること 

（2）各科目の評定がＣ以上であること 

評定基準（Ｓ:100～90点、Ａ：89～80点、Ｂ：79～70点、Ｃ：69～60点、 
Ｄ：59点以下) 

Ｄの場合は、１回のみ再評定を受ける機会がある。 

 

２）修了要件を満たさなかった場合 

（1）習得できなかった科目については次回開催年度受講することができる。 

 
３）修了要件を満たした者に修了証を交付します。 
 

12．受講に関する経費 

 
日本看護協会会員   受講料  90,000円（科目レポート審査料含む） 
非 会 員     受講料 135,000円（科目レポート審査料含む） 
 
受講決定の場合、通知文書に「払込取扱票（振込用紙）」を同封しますので、受講料をもよりの
郵便局より指定の期日までに振り込んでください。 

 
13．その他 

   講師名・日程については受講決定の通知文書でお知らせします。 

 
14．応募・問い合わせ先 
           

宮城県看護協会 教育部 認定看護管理者教育課程専任教員 
 
         〒980-0871 仙台市青葉区八幡二丁目 10－19 
 

    TEL 022－273－3923    
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2021(令和3）年度　 認定看護管理者教育課程カリキュラム　2018年3月9日改正版　             宮城県看護協会

時間数 単元 教育内容 時間

 ・看看連携
 

3

・地域連携における看護職の役割

 ・保健医療福祉関連職種の理解

 ・看護の社会的責務と業務基準

  　   看護関連法規
 　　　 倫理綱領

　 　　看護業務基準

 ・チームマネジメント

 ・看護ケア提供方式

 ・リーダーシップとメンバーシップ

 ・コミュニケーション

 ・ファシリテーション 3（演習）

 ・准看護師への指示と業務

 ・看護補助者の活用

・成人学習の原理

 ・役割理論

・動機づけ理論

・人材育成の方法 6
（演習含）

 ・診療・介護報酬制度の理解

 ・経営指標の理解

 ・看護活動の経済的効果 6

 ・サービスの基本概念

 ・看護サービスの質評価と改善

・看護サービスと記録
3

・看護サービスの安全管理（医療安全） 3

・看護サービスの安全管理（感染管理）
3

6 特別講義（論文作成の基礎知識） ・論理的なレポートの書き方
6

6 開講式・閉講式 ・講話  ・ガイダンス  ・ヒューマンネットワーキング他
6

117 その他は修了要件に含まない

3

ファーストレベル

教育目的  看護専門職として必要な管理に関する基本的知識・技術・態度を習得する。

到達目標

 1．ヘルスケアシステムの構造と現状を理解できる。

 2．組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析できる。
 3．看護管理者の役割と活動を理解し、これからの看護管理者のあり方を考察できる。

 ヘルスケアサービスにおける看護 の役割

3

3
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15

 社会保障制度概論  ・社会保障制度の体系

 ・社会保障の関連法規 3

 保健医療福祉サービスの提供体制  ・保健医療福祉制度の体系

       地域包括ケアシステム

       地域共生社会

 人材育成の基礎知識
6

（演習含）

組
織
管
理

論
Ⅰ 15

 組織マネジメント概論  ・組織マネジメントに関する基礎知識

 ・看護管理の基礎知識 6

 看護実践における倫理  ・看護実践における倫理的課題

 ・倫理的意思決定への支援
9

（演習含）

3

 看護チームのマネジメント
3

3

3
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30

 労務管理の基礎知識  ・労働法規
 ・就業規則
 ・健康管理（メンタルヘルスを含む）
 ・雇用形態
 ・勤務体制
 ・ワークライフバランス
・ハラスメント防止

6

質
管
理
Ⅰ

15

 看護サービスの質管理

6

 看護実践における情報管理  ・医療・看護情報の種類と特徴

 ・情報管理における倫理的課題（情報リテラシー） 6
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15

 経営資源と管理の基礎知識

そ
の
他

統
合
演
習
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15

 演習       ・看護実践における問題解決プロセスを学び、看護組織の学習方法
を理解する。
・  受講者が取り組む課題を明確にし、対応策を立案する。 15


